
 

本日の進め方について 

 

 

１．意見発表 

 

  ・お一人 10 分以内で、４名続けて実施。 

 

＜時間の目安＞ 

15:35～15:45 

 

15:45～15:55 

 

15:55～16:05 

 

16:05～16:15 

 

①原眞麻子氏 

 

②松田聖氏  

 

③北村繁氏 

 

④鳥羽瀬公二氏 

 

 

 

２．質疑応答・意見交換 

 

  ・４名の発表に対してまとめて実施。 

 

＜時間の目安＞ 

16:15～16:40 

 

（25 分程度） 

 

 

３．自由討議 

 

  ・発表や質疑応答の内容も踏まえ、委員間での自由討議。 

 

＜時間の目安＞ 

16:40～17:00 

 

（20 分程度） 

 

 

資料２ 



原材料生産

材料・用具の製造

活用＝社会に生かす
・文化の継承
・教育

・地域振興
・観光など

担い手

担い手（技術者）

供給

需要

供給

需要

文化関係収入

生産支援

選定保存技術
後継者養成等支援

無形文化財

伝統技術・技能を
活用した芸能や
工芸品

供給 需要

保存修理費補助 民間資金

論点１：需給状況を踏まえた
生産支援の在り方

論点２：用具や原材料等を
安定的に確保する
ための制度的対策

論点３：後継者の確保・養成
に係る支援の在り方

論点４：選定保存技術制度
の在り方（選定方
針、価値付けなど）

文化財の修理

修理技術者

修理場

保存と活用の循環

論点６：寄附を含めた多様
な資金調達を促進
する仕組みの検討

論点５：事業規模の拡大・
確保のための対応、
保存と活用の好循
環を生み出す方策

文化財の持続可能な保存・活用を図るための総合的な方策について（主な論点）
令和３年10月25日
第１回企画調査会

資料６


